
報彙

華艮

　
　
　
爾
史
學
研
究
會

小
集
五
旦
干
只
土
曜
日
）
午
後
…
暗
よ
り
陳
列
館
口
寄
室
に
於

て
・
例
會
と
し
て
小
集
か
催
し
、
左
記
の
三
氏
の
講
演
あ
り
、
午
後
六
時

閉
擁
し
六
。
來
會
者
九
＋
絵
名
．

　
一
、
大
数
宣
布
と
糠
美
園
の
問
題
　
　
　
　
丈
二
士
　
穂
重
　
淺
吉
氏

　
大
教
宣
布
の
二
刀
に
古
三
道
を
躍
民
全
般
に
信
奉
ぜ
し
む
ろ
宗
敏
糞
ら

し
め
ん
と
ゼ
し
も
の
な
る
が
故
に
、
施
づ
本
尊
な
決
定
し
、
次
に
現
當
二

蝕
恥
貫
く
報
答
の
理
た
作
成
し
六
。
然
る
に
之
に
旨
と
三
田
山
道
に
よ
り

造
化
の
二
三
立
て
、
且
つ
幽
界
と
し
て
の
操
美
嚢
為
月
世
界
と
断
ぜ
ん
と

し
た
る
爲
め
物
議
為
醸
し
、
亭
田
脚
道
ば
自
然
天
外
道
に
濃
し
夜
見
旋
薄

な
観
く
融
蕃
爾
部
習
合
の
新
儀
に
し
て
淋
激
反
則
の
郡
敏
な
り
と
攻
撃
ゼ

ら
れ
、
大
教
宣
靴
箆
勤
失
敗
の
要
悶
な
な
す
に
至
つ
象
。
云
々
。

　
一
、
O
髪
8
β
9
0
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
岡
島
誠
太
邸
氏

　
シ
ャ
ン
溺
リ
ナ
ン
の
ロ
セ
ソ
タ
石
瓦
…
誠
に
最
剰
の
…
麗
と
な
つ
カ
カ
」
ソ

ー
シ
ユ
匡
王
名
た
表
ほ
す
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
為
園
撫
し
て
以
て
不
朽
に
残
す

謂
で
あ
ろ
が
、
始
め
に
圓
形
で
あ
っ
乳
こ
と
に
第
二
王
朝
ベ
ス
の
夫
で
知

ち
れ
る
。
後
に
書
名
が
長
く
な
り
自
然
長
名
門
と
攣
じ
班
謂
力
3
ソ
ー
シ

ユ
と
云
に
れ
る
態
と
な
つ
六
。
元
來
埃
及
王
構
號
に
五
個
の
寵
要
部
よ
り

戊
る
が
、
カ
ー
ン
」
シ
ユ
の
用
ゐ
ら
れ
る
の
に
、
総
嫁
論
詰
と
即
位
名
と
に

第
ナ
入
巷
　
第
三
號
　
　
五
四
四

限
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
古
代
埃
及
王
の
暗
代
に
㎝
索
よ
り
プ
下
レ
ミ
ー
朝
も

羅
焉
皇
帝
も
紀
元
三
世
紀
ま
で
埃
及
に
於
て
用
ゐ
犬
が
、
そ
の
内
審
に
に

各
噂
代
に
鷹
C
て
夫
々
憂
藩
が
あ
り
、
自
然
、
支
配
者
の
理
想
な
伺
に
ろ

黙
が
あ
っ
て
興
味
た
惹
く
所
以
で
あ
る
Q
云
々
。

　
｝
、
ジ
ヤ
バ
族
行
談
　
　
　
　
　
　
　
　
山
又
墨
・
博
士
　
西
国
鼠
慨
二
凱
哩
氏

　
に
じ
め
に
、
ッ
ヤ
バ
の
風
土
、
歴
更
の
概
観
、
お
よ
び
徳
川
時
代
わ
が

三
人
の
此
島
に
關
し
て
有
し
★
知
識
に
就
い
て
の
説
明
に
よ
つ
で
確
者
の

の
・
瀞
の
島
へ
の
關
心
た
深
め
衰
後
、
諮
地
に
於
ゆ
り
る
日
本
關
係
史
料
に
就

い
て
話
な
す
・
め
ら
れ
六
。

　
バ
タ
ビ
ア
で
は
い
、
二
重
欝
一
本
儒
唯
事
舶
剛
官
邸
に
立
つ
ソ
ー
ペ
…
の
湘
基
の
叙
剛

丈
の
紹
介
よ
り
三
三
の
顯
人
の
活
動
に
及
び
、
構
匿
物
鱈
に
お
い
て
陶
器
の

蒐
集
中
直
・
・
幕
。
剛
窃
爵
。
と
記
ゼ
る
徳
利
を
見
て
酒
の
愛
用
ぜ
ら
れ
糞
こ

と
た
知
り
、
又
當
市
で
蒐
集
さ
れ
索
日
本
の
貨
幣
の
多
き
こ
と
に
注
意
し

て
、
そ
れ
が
良
質
な
ろ
爲
こ
の
亀
で
も
流
通
さ
れ
後
に
ま
で
も
獲
つ
衷
事

特
に
二
種
か
わ
六
〇
國
立
記
録
局
で
に
勲
富
な
史
料
が
所
長
寓
。
野
げ
禽
・

αq

X
博
士
に
よ
つ
て
整
理
さ
れ
て
る
る
。
加
比
丹
が
出
島
に
お
け
る
、
及

び
参
府
の
途
の
翻
欽
が
ま
穴
世
上
の
見
聞
た
も
傳
へ
て
る
る
こ
と
に
注
意

し
、
夢
心
の
禁
輸
綴
品
目
録
に
て
國
内
事
寄
口
窺
ひ
、
シ
ー
潔
ル
｝
の
手
認

か
ら
被
の
行
動
た
傭
る
こ
と
が
爵
來
る
。
侮
次
便
の
ナ
ラ
ン
ダ
商
硝
に
よ

っ
て
舶
載
さ
る
べ
き
物
品
の
註
丈
諮
の
詳
．
細
な
品
腿
か
ら
に
西
洋
丈
物
輸

入
の
有
様
が
窺
に
れ
、
中
に
に
織
物
註
文
書
に
に
色
彩
ゼ
る
見
氷
圃
が
あ

り
、
叉
高
島
闘
郵
兵
衛
よ
り
鍵
砲
の
部
分
品
為
庵
点
識
丈
ゼ
る
も
の
が
あ

る
。
又
同
市
統
計
局
長
害
○
（
げ
巳
脅
畠
。
群
氏
が
伽
比
丹
ご
汗
の
後
商
乏
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辱

し
て
逡
品
野
晒
ふ
ろ
こ
と
を
間
き
、
訪
ね
て
照
査
し
力
中
に
ば
、
謬
府
の

遽
購
へ
ろ
名
所
紛
り
一
枚
…
酬
あ
d
り
、
叉
b
d
障
の
手
記
に
ば
、
時
世
の
灘

展
に
俘
ひ
漸
く
墾
調
存
醸
し
つ
」
あ
っ
た
日
蔚
貿
易
の
事
惰
の
反
映
ゼ
る

あ
の
が
あ
っ
糞
。
僻
】
入
四
二
年
ま
で
の
代
々
加
比
丹
の
在
任
申
の
貿
易

甜
数
に
つ
い
て
の
認
載
ほ
加
比
丹
名
寄
帳
に
見
る
よ
り
も
詳
細
で
，
日
蘭

賄
業
史
上
便
利
な
も
の
と
思
に
れ
ろ
。

　
バ
ン
タ
ム
に
同
じ
く
古
く
よ
り
我
國
に
知
ら
れ
る
所
、
そ
の
名
に
ひ
か

れ
て
赴
い
六
が
、
城
壁
崩
れ
て
導
き
悪
止
と
な
り
、
敏
會
に
附
鵬
ぜ
ろ
墓

地
に
レ
μ
歴
代
長
官
の
纂
並
び
、
又
大
尊
墨
宅
の
跡
よ
り
古
の
繁
榮
た
偲
ぶ
外
「

に
無
か
つ
象
。

　
東
部
グ
可
ッ
四
脚
も
亦
束
即
度
貿
易
の
誤
判
に
於
け
乃
中
心
と
し
て
活

躍
t
六
が
今
に
ス
ラ
バ
ヤ
に
逆
波
た
奮
に
れ
、
古
き
大
考
選
に
今
に
燕
の

集
の
薄
め
保
存
さ
れ
、
そ
の
卵
為
と
ろ
土
人
の
生
計
の
資
と
な
っ
て
み
る

有
襟
で
あ
る
。
云
々
。

㈱
鑛
帝
銀
慧
適
職
甥
醸
難

六
月
三
日
目
勅
夏
の
早
朝
は
雲
一
つ
な
く
事
々
し
い
風
が
吹
い
て
旋
行

の
聖
日
止
”
悼
μ
實
に
．
朗
ら
か
で
あ
ろ
。
西
田
教
授
に
お
差
支
へ
の
爲
」
め
お
粛
円

で
に
な
ら
れ
な
い
の
で
藤
講
師
が
引
率
さ
れ
、
一
行
三
十
九
名
、
奈
良
篭

に
よ
り
海
恕
出
獲
、
紫
の
朝
繕
に
包
ま
れ
療
蓮
諸
肌
車
窓
に
眺
め
、
奈
良

盆
無
為
欽
け
、
象
」
な
に
る
大
膳
の
青
垣
肉
に
降
り
立
つ
狭
霧
准
つ
昏
伊

賀
路
に
娼
で
」
一
路
淋
都
に
向
つ
象
。

藁

報

　
伊
勢
肉
田
に
着
く
と
佐
藤
、
安
齋
、
顛
藤
諸
錠
の
萬
迎
な
受
け
て
酸
ち

に
外
宮
内
害
に
聖
主
し
乳
。
淋
苑
に
に
老
杉
老
檜
欝
蒼
と
し
て
空
か
覆
ひ
、

簡
索
清
浄
な
白
木
の
宮
居
に
森
厳
荘
重
の
氣
が
漂
ひ
襟
た
正
さ
し
め
る
。

吾
等
暫
し
榊
前
に
額
ぐ
O

　
内
営
の
｛
参
拝
寿
農
へ
て
食
田
山
淋
宮
丈
庫
に
車
た
走
ら
す
Q
聯
宮
丈
擁

匡
美
し
い
芝
生
の
丘
に
立
つ
清
楚
な
洋
館
で
あ
ろ
。
既
に
天
主
淋
護
二
年

頃
の
記
錐
に
見
え
し
内
宮
丈
殿
と
、
鎌
倉
時
代
に
露
国
さ
れ
索
外
宮
の
丈

庫
と
し
て
の
堕
受
太
月
露
聯
鷹
と
を
父
母
と
し
て
、
貞
享
三
年
創
立
の
岡

田
丈
庫
後
の
林
崎
丈
庫
、
零
墨
元
年
創
設
の
翌
宮
崎
文
庫
及
雨
宮
子
良
館
、

司
家
公
丈
研
等
の
藏
書
、
並
に
合
併
、
寄
贈
に
よ
る
圓
書
の
集
大
成
よ
リ

成
る
。
明
野
三
十
九
年
越
宮
丈
鷹
と
曝
し
、
大
正
十
四
年
倉
田
肉
眼
宮
皇

畦
引
の
西
爾
に
野
芝
の
建
物
た
建
設
し
象
。
卜
書
＋
逆
引
、
貴
重
書
七
千

燈
に
及
ん
で
み
ろ
Q
先
輩
佐
藤
三
宅
館
敏
授
の
御
紹
介
で
岡
田
氏
の
御
観

明
あ
刃
し
後
、
特
に
陳
列
惑
れ
六
賓
書
古
丈
書
た
研
究
す
る
。

　
天
舳
嚢
ご
年
の
奥
書
あ
る
源
義
朝
の
濫
行
停
止
た
願
ふ
紳
宮
旗
相
模
國
大

腱
郷
よ
り
の
長
歌
に
、
亭
安
野
末
の
猛
撃
農
期
に
於
け
る
歳
鎮
と
新
興

階
級
武
象
と
の
關
係
為
示
せ
る
も
の
」
…
と
し
て
颪
貞
く
、
陽
明
學
の
名

著
大
難
中
齋
の
二
心
洞
劉
認
二
滑
附
錐
｝
滑
た
署
作
の
年
三
天
保
四
年
に

自
勢
購
納
乱
し
も
の
為
親
し
く
見
る
O
そ
の
他
三
聖
二
十
七
年
の
薪
樂
寺

勅
願
寺
六
る
の
繍
旨
、
奈
良
叛
罪
人
霊
歌
（
冤
丈
二
年
）
等
の
古
註
書
、
古

事
翻
裏
書
抽
出
一
溺
（
我
事
三
十
一
年
爲
、
丈
永
十
年
下
部
無
爵
註
）
疑
本

書
紀
二
燈
（
慶
長
勅
版
本
）
a
本
書
紀
纂
疏
三
溝
（
弘
治
元
年
爲
）
弘
仁
泓
詑

二
研
法
轡
至
要
抄
（
永
仁
三
年
爲
）
御
成
敗
式
日
H
抄
（
天
正
二
年
爲
）
古
判
官

第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
五
四
五
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報

職
名
（
永
享
五
年
忌
）
紳
鳳
紗
（
室
町
蒔
代
古
爲
傳
荒
＊
田
上
継
略
筆
）
等
の
．

古
書
Q
列
公
貞
筆
頭
注
あ
ろ
大
B
本
書
に
温
し
て
に
『
内
宮
江
量
器
大

臼
本
史
五
箱
以
上
水
戸
前
中
納
言
齊
昭
』
と
あ
る
進
献
目
錐
、
『
水

府
前
黄
門
源
慰
御
奉
納
　
大
H
本
史
二
百
四
十
四
班
　
安
政
四
年
了
已

三
月
』
と
あ
る
札
が
陳
べ
ら
れ
て
ゐ
六
。
限
ら
れ
穴
噂
聞
が
迫
り
良
き
資

料
に
心
な
残
し
淋
宮
畠
學
館
で
早
食
恥
な
し
て
嚇
去
す
る
。

　
高
田
派
｝
本
山
專
修
覧
守
へ
と
蜘
一
ふ
。
伊
軌
勢
電
位
に
伊
凱
み
海
嵐
汗
の
一
松
原
な
紬
供

方
に
見
な
が
ら
走
ろ
。
線
の
塀
の
様
に
蓮
つ
査
松
原
が
入
江
か
河
で
少
し

切
れ
う
と
、
新
し
く
生
れ
た
濃
藍
色
の
海
が
瞬
く
瞳
の
様
に
ち
ら
り
と
見

え
て
、
紫
色
に
霞
む
知
多
牛
島
が
漬
く
に
浮
ぶ
。
月
の
夜
の
侮
だ
阿
古
米
に

聴
く
千
鳥
と
芭
蕉
の
句
や
謡
曲
に
名
高
い
阿
漕
の
浦
も
軍
当
山
愚
、
見

學
旋
行
の
遽
し
さ
た
つ
く
ム
Y
思
つ
六
〇
露
里
本
山
に
着
く
と
そ
よ
り
と

も
し
な
い
眞
夏
の
叢
の
様
な
暑
い
田
獣
道
奄
五
町
絵
歩
い
て
專
修
寺
に
藩

く
。
毒
は
傅
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
親
麟
…
上
人
籔
緑
元
年
欝
夢
に
感
じ
て
下
野

高
田
に
道
揚
な
開
き
、
信
濃
善
光
寺
の
阿
彌
陀
佛
の
一
軒
分
譲
一
光
露
徐

の
鍵
傑
為
安
眠
し
六
の
な
そ
の
起
源
と
し
て
み
る
。
第
十
世
申
興
の
殿
眞

慧
上
人
の
暗
此
地
に
下
野
高
田
專
修
寺
准
費
し
て
本
山
と
し
、
後
土
獅
門

天
皇
の
御
世
勅
綴
織
と
な
り
天
正
ご
年
門
跡
の
穗
號
為
詐
さ
れ
て
、
本
願

専
に
封
馨
し
て
そ
の
勢
力
申
部
日
本
に
強
大
な
る
も
の
が
あ
っ
瘡
。
堂
塔

伽…

n凧

ﾉ
正
保
二
年
・
穴
依
火
に
罹
っ
た
が
押
寛
文
論
ハ
年
再
曲
建
が
幽
沁
成
し
て
A
コ
に
．
至

っ
て
み
る
Q
唐
門
に
彫
灘
色
彩
の
巧
緻
に
幽
侃
か
で
な
い
が
結
構
頗
る
豪
肚

で
あ
ろ
。
御
嬢
廟
な
拝
し
て
先
づ
堂
含
な
滲
領
す
る
Q
本
堂
、
甜
山
堂
、
山
門

共
に
宏
耽
雄
大
で
あ
っ
象
。
本
蟄
（
附
彌
陀
堂
）
に
ほ
眞
塁
上
入
が
比
叡
山

第
十
入
ぬ
燈
　
第
一
二
號
　
　
　
五
四
山
ハ

よ
り
將
｝
越
し
凱
バ
帰
心
罷
大
師
作
と
傳
へ
ら
れ
［
る
一
刀
三
尊
の
阿
…
彌
陀
像
が
”
安

羅
さ
れ
て
あ
っ
六
が
限
近
く
拝
む
事
に
士
長
な
か
つ
れ
。
開
山
堂
に
桁
二

十
四
間
難
問
二
十
間
輩
暦
入
母
屋
逡
本
天
葺
の
大
伽
藍
で
内
部
の
装
飾
叉

蕪
麗
、
正
颪
に
明
治
天
皇
御
角
筆
嘉
肴
の
勅
額
な
掲
げ
て
ゐ
索
。
長
い
廊
下

を
幾
曲
り
も
し
て
寺
蜜
の
特
溺
に
陳
列
さ
れ
髄
室
に
入
る
。
偶
、
上
杉
谷

大
回
長
が
お
串
で
に
な
ら
れ
て
る
る
Q
松
山
師
よ
り
禺
陳
物
に
就
い
て
の

一
盛
の
御
観
明
な
承
ゆ
り
て
後
各
自
研
究
に
耽
る
。
金
甲
上
人
詞
書
の
善
信

上
人
絡
傳
三
巻
ほ
第
一
に
吾
々
の
眼
存
奪
つ
象
も
の
で
、
西
本
願
寺
藏
の

し
の
と
共
に
此
種
の
総
傳
に
於
け
る
最
古
の
麗
な
残
し
て
み
る
と
さ
れ
、

『
右
緑
趨
霊
翻
之
志
偏
爲
知
愚
報
徳
不
黒
黒
諭
狂
言
剰
又
馳
附
属
拾
翰
林

其
躰
尤
拙
老
詞
空
荷
付
冥
付
顯
有
痛
有
恥
錐
里
離
終
夕
見
賢
者
之
坂
捨
無

顧
當
畦
愚
案
之
紙
車
両
E
o
干
時
永
仁
第
三
暦
乙
未
慮
鐙
仲
間
第
二
天
至

子
哺
時
運
草
岡
　
執
筆
軍
門
膵
地
如
　
今
同
歳
大
呂
仲
聞
第
三
天
覧
書
之
』

の
｛
拠
餅
貨
あ
ワ
リ
、
親
譲
の
入
信
下
堀
氾
へ
の
次
次
が
鮪
尉
書
飛
な
築
で
描
か
れ
て
み
る

の
に
興
起
な
曰
え
六
〇
問
題
と
な
っ
て
み
る
顯
智
上
人
筆
の
法
然
上
人
傳

電
磁
下
一
冊
に
就
い
て
同
行
の
先
輩
井
川
氏
よ
り
簡
明
な
説
明
が
あ
っ

六
。
そ
の
他
後
柏
原
天
皇
御
震
筆
佛
観
凝
無
量
灘
経
（
丈
雲
影
、
十
一
、
入
）

及
爲
経
添
書
，
三
＋
六
歌
仙
の
中
三
幅
、
唯
信
抄
一
巷
（
類
蹴
上
入
筆
）
藥

元
二
歳
正
月
二
十
七
口
愚
禿
親
鴛
八
十
五
歳
磐
篇
之
の
與
書
の
あ
ろ
唯
信

妙
文
意
、
親
総
御
餓
・
の
見
聞
集
、
御
心
…
息
等
再
び
見
難
い
貴
重
な
資
料
な

長
潮
隅
に
亙
っ
て
研
究
す
る
事
が
礁
來
六
。
か
・
る
重
賓
野
饗
の
事
に
當

寺
破
例
の
由
と
承
っ
て
我
々
の
爲
に
特
に
拝
魏
の
機
會
た
悪
ま
れ
糞
こ
と

に
深
く
謝
意
ん
二
見
し
舞
い
。
遡
れ
よ
リ
、
一
算
則
流
な
る
茶
法
為
傳
ふ
る
茶
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豊
富
樂
庵
の
あ
る
後
苑
に
廻
つ
☆
。
澁
昧
の
あ
る
空
氣
が
漂
っ
て
み
て
、
竹

編
の
門
の
庭
に
竹
の
皮
の
草
履
の
置
い
て
あ
ろ
の
も
ゆ
か
し
い
。
珍
奇
な

形
の
太
鼓
主
観
通
っ
て
専
修
寺
を
去
る
。
騨
に
畠
で
、
既
庭
で
種
々
お
世

話
に
力
顕
つ
ナ
ρ
佐
藤
、
加
藤
噸
、
安
溝
風
口
緊
竣
に
別
れ
冒
四
n
口
市
に
至
り
、
バ
ス
に

分
乗
し
て
湯
の
山
温
泉
に
向
ふ
。
正
に
「
沈
ま
ん
と
す
る
夕
陽
の
逆
光
に
屋

根
な
輝
か
し
て
鈴
鹿
の
連
山
は
麓
か
ら
濃
藍
色
に
暮
れ
て
ゆ
く
。
長
い
聞

舎
云
為
揺
ら
れ
！
㌔
て
漸
次
山
に
近
づ
く
に
つ
れ
窓
か
ら
流
れ
込
む
風
が

冷
く
な
っ
て
來
ろ
Q
溢
為
搬
切
る
栗
鼠
の
可
愛
い
姿
に
も
山
に
入
つ
乳
感

な
深
く
し
象
。
峡
た
わ
け
て
、
魏
然
と
し
て
聾
え
て
み
ろ
御
在
所
ヶ
嶽
の

裾
の
宿
に
着
い
索
時
に
も
う
灯
が
赤
か
つ
六
〇
族
の
疲
れ
誓
湯
に
溌
ひ
落

し
て
皆
寛
ぐ
と
き
、
所
用
た
終
へ
ら
れ
六
西
田
教
授
到
着
ゼ
ら
れ
て
い
よ

一
賑
や
か
と
な
る
。

　
四
日
早
朝
温
泉
の
傍
た
淵
瀬
と
な
っ
て
流
ろ
・
三
瀧
川
の
漢
谷
た
賞
す

る
暇
な
く
湯
の
山
な
出
乱
し
四
H
市
よ
り
名
親
屋
に
向
ふ
。
反
射
鏡
の
様

な
空
か
ら
光
が
燦
々
と
降
っ
て
要
る
。
桑
の
若
葉
が
澹
線
に
美
し
い
。
洋

々
糞
る
木
曾
の
流
れ
に
深
碧
の
水
た
瀟
ら
し
て
樟
た
さ
ぜ
る
船
が
慰
霊
の

剛体

ｾ
。
米
脅
口
繕
た
渡
る
と
名
点
話
語
も
近
い
。
名
⊥
百
屋
に
潜
く
と
バ
ス
た
碑
公

園
に
走
ら
す
。
青
々
と
し
六
芝
生
と
小
石
た
敷
い
穴
道
に
販
り
園
か
れ
て

金
城
に
そ
の
均
整
の
と
れ
療
雄
姿
た
児
ぜ
て
る
象
。
慶
長
十
五
年
家
鷹
の

敷
臣
家
に
醤
す
る
政
略
上
西
國
大
名
に
課
し
六
百
萬
石
な
資
と
し
て
築
い

六
だ
け
に
、
濠
省
く
石
建
白
く
楼
門
堅
目
で
名
城
載
る
の
名
な
恣
に
し
て

み
る
。
加
藤
清
正
の
縄
墨
に
よ
う
天
主
閣
に
に
金
品
の
協
業
の
輝
き
潜
失

に
な
い
。
城
廓
と
し
て
の
影
青
ぽ
羅
純
優
麗
で
邸
宅
の
様
式
が
到
る
庭
に

平

話
ら
れ
歪
。
石
垣
の
石
に
加
藤
肥
後
守
其
他
の
刻
銘
が
あ
る
の
も
興
深
い
め

天
主
閣
た
降
り
て
御
殿
た
卿
弄
す
。
玄
關
喪
書
院
鍬
蒔
所
上
洛
殿
黒
木
書

院
上
御
膳
所
管
の
問
等
の
各
蜜
に
狩
野
探
幽
、
興
意
の
筆
と
傳
へ
ら
れ
、

又
作
者
不
明
な
れ
ど
狩
野
派
の
人
の
筆
と
思
1
1
れ
る
襖
障
子
杉
戸
等
の
絡

の
豪
放
雄
渾
な
筆
致
、
鼎
麗
な
色
彩
、
複
雑
劣
様
な
形
態
に
桃
山
、
江
戸

昌
初
期
丈
化
の
豪
華
た
物
語
っ
て
み
ろ
。
土
佐
派
の
風
俗
維
ば
繊
細
優
雅
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

線
と
色
、
複
占
巧
緻
な
梅
圃
に
江
戸
の
姿
な
現
ほ
し
、
吉
困
難
胱
太
元
宮

葵
祭
の
走
馬
、
浩
瀧
の
清
遊
等
の
圃
に
蘇
に
興
味
た
惹
い
た
Q
雄
蕊
に
し

て
藥
麗
な
欄
間
た
仰
ぎ
，
玉
座
の
あ
る
上
洛
殿
の
上
段
の
聞
な
拝
し
外
に

綴
で
、
大
手
門
内
の
網
場
で
記
念
撮
影
の
の
ち
、
金
城
を
後
に
す
る
。

　
屈
盛
り
を
大
須
魏
音
響
生
院
に
穿
つ
カ
。
附
近
一
帯
が
盛
り
揚
で
雑
踏

の
中
た
行
け
ば
、
門
前
町
の
名
も
肯
か
れ
ろ
Q
寺
に
建
久
年
中
禦
徳
太
子

作
の
正
襯
音
た
安
干
し
て
大
須
観
音
と
稽
ぜ
し
な
財
源
と
し
、
後
大
阪
四

天
王
寺
の
正
摺
…
音
潜
移
し
て
本
尊
と
し
後
村
上
帝
の
晧
勅
願
寺
の
宣
旨
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

賜
っ
て
愛
鳥
、
寺
蓮
隆
盛
に
商
ひ
し
が
兵
鑑
水
難
火
災
に
屡
遭
っ
て
今
日

に
及
ぶ
と
傳
へ
る
O
所
課
の
古
典
書
に
所
謂
大
凶
本
悼
撚
一
胴
寺
本
で
此
の
ろ
0

於
数
州
桑
名
悪
臣
富
津
御
厨
小
山
勝
営
舎
依
難
背
仰
付
爲
跡
了
　
正
中
煎

年
入
月
十
一
日
彼
舞
第
三
午
麓
了
の
奥
書
あ
る
尾
張
國
解
丈
に
藤
原
時
代

の
筆
跡
な
う
つ
し
、
三
十
一
條
の
聾
劾
、
＝
に
興
味
た
蝿
え
、
古
事
記

（
磨
安
四
年
上
中
同
四
年
下
野
）
古
事
記
上
筆
抄
（
鎌
倉
末
爲
）
本
朝
丈
輝

（
巻
十
四
弘
安
三
年
爲
）
將
附
記
（
承
徳
三
年
爲
）
口
遊
ハ
弘
安
三
年
爲
）
綾

本
朝
往
生
傳
（
建
長
五
年
爲
）
弘
法
大
師
傳
（
元
暦
元
年
爲
）
珊
玉
子

（
第
十
二
、
十
四
巻
天
亭
十
九
年
篇
）
日
本
錐
異
記
三
谷
、
七
大
寺
年
表
二

第
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
五
四
七
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毅

貴
、
氷
萬
元
年
）
漢
書
食
貨
志
葱
等
名
だ
六
る
の
古
爲
本
寿
研
究
し
㌃

同
寺
よ
嚇
薩
ち
に
七
ツ
寺
に
行
く
。

・
七
ツ
寺
に
す
ぐ
近
属
に
あ
り
、
藏
ち
に
本
塁
に
入
り
佛
像
な
霧
む
。
本

奪
の
阿
蠣
陀
如
來
は
入
尺
五
寸
の
木
彫
塗
箔
の
座
傑
で
あ
乃
。
均
整
の
よ

く
と
れ
六
翌
麗
な
る
粗
好
、
姿
態
、
衣
丈
の
摺
の
自
然
さ
、
飛
雲
の
華
麗
な

光
北
1
3
等
に
藤
原
時
代
な
示
ぜ
ろ
庵
の
で
、
玉
眼
た
入
れ
ろ
鎌
倉
時
代
の
手

法
が
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
の
も
見
逃
ぜ
な
い
。
脇
士
の
勢
至
、
槻
音
共
に
五

尺
五
寸
、
本
尊
に
比
し
て
粗
放
で
あ
る
。
多
聞
天
排
國
天
が
左
右
に
あ
っ

六
が
金
箔
網
落
し
て
タ
ソ
チ
に
粗
聚
稚
拙
で
あ
ろ
。
四
千
九
百
七
＋
九
巷

の
一
切
絶
及
納
櫃
も
見
る
暇
な
く
、
佛
像
も
十
分
魏
察
の
時
な
く
建
築
物

の
見
ろ
べ
壱
も
鋼
愛
し
て
一
宮
妙
興
毒
へ
行
く
。

　
こ
の
頓
よ
り
溝
い
夕
矯
が
野
の
上
に
蓮
く
か
ら
降
り
始
め
る
中
な
電
車

は
び
六
走
る
。
妙
興
羅
林
の
石
碑
の
傍
よ
り
入
ろ
乏
掃
・
き
浮
め
ら
れ
六
磨

が
隷
尋
の
閑
静
た
思
に
す
。
少
愁
の
後
多
く
の
古
芳
書
な
研
究
す
ろ
。
論

旨
院
宣
御
教
書
踏
越
丈
集
が
古
叢
書
二
尉
の
一
例
と
し
て
學
血
の
興
味
な

深
う
し
乳
Q
足
利
氏
と
の
闘
係
丈
新
旧
る
多
く
竃
町
時
代
の
寺
領
の
組
織

性
質
な
伺
ふ
に
足
り
、
職
國
諮
侯
の
諸
歌
、
寄
雌
二
等
見
ろ
べ
毫
庵
の
あ

り
、
園
串
無
墾
灘
刹
、
國
中
無
饗
騨
窟
の
勅
額
か
も
親
し
く
見
ろ
。
後
奈

喪
院
御
炭
筆
、
後
光
当
院
櫛
震
動
、
束
照
太
淋
君
御
親
筆
湘
歌
、
足
利
義

教
、
蹴
臣
秀
吉
蹴
傑
等
の
幽
無
苗
噸
ろ
珍
藏
…
品
に
接
し
象
〇
七
畦
た
過
ぐ
る

ま
で
見
出
争
の
の
ち
一
の
宮
に
「
患
で
汽
車
に
乗
弓
…
拠
へ
、
疲
れ
’
六
窮
髄
為
幅
汽

箪
に
揺
ら
れ
て
＋
扉
牛
頃
京
都
騨
に
着
き
、
解
散
し
て
各
麟
路
に
つ
い

衷
。
（
大
貫
後
雄
記
）

鈴
十
入
巻
　
第
三
號
　
　
五
四
入

　
　
　
⑭
京
都
帝
國
大
學
文
塵
部
史
學
科

　
　
　
　
本
三
年
講
義
題
目

　
　
　
　
　
國
　
　
　
　
史

講
義
種
別

普
通

　
西
田
　
敏
授

中
村
（
薩
冒
助
教
授

特
殊
、
　
西
田
窯
元

演
　
轡

三
王

特
殊

池黒藤藤喜牧
内；恢　井田

講講謹講所長

師師師導師授

牧
野
　
講
師

西
田
　
教
授

東
　
洋
　
吏

朋
田
　
三
選

那
波
助
教
授

鴛朋
淵田

講教
師授

國
更
概
親
（
第
一
部
）

國
詞
藻
翫
（
第
二
郡
）

丈
夢
更
研
究
の
方
法
及
問
題

（
前
學
年
の
帯
き
）

近
世
丈
化
と
都
電
生
活

（
前
記
講
義
終
了
後
）

日
本
法
鋤
史
の
藁
難
問
題

霞
暗
転
吏
地
理
（
第
｝
學
期
）

明
治
維
新
史
（
第
二
難
期
）

鎌
倉
時
代
更

奈
良
朝
史

南
鮮
上
世
史
の
研
究

（
第
…
、
二
暴
期
）

鍵
町
季
世
吏

H
本
精
榊
の
研
究

棄
洋
斑
概
観
（
第
一
都
）

東
　
洋
　
史
　
概
説

（
第
二
都
×
策
二
、
三
訂
期
）

策
西
交
麺
史

清
朝
翼
趨
吏

毎

　ニニ二二

（
二
〇
）

（
三
〇
）

　
　
一

（
二
〇
）

（
三
〇
）二二　　ニニ

　
　
二

（
四
〇
）
．
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忌

、



演
　
饗

善
　
通

特
殊

宮
崎
　
講
師

梅
原
助
教
授

池
内
　
講
師

　
洋

原
（
随
）
教
授

暗
野
昏
教
授

原
　
　
教
授

西羽
　田洋

奥数
　授

暗
野
谷
星
群

　
　
　
　
鈴
木

　
　
　
　
岡
島

　
　
　
　
濱
田

演
管
　
　
時
野
谷

普
通

普
通

特
骨

導教講講
授授師師

朱
代
の
糞
争

東
西
考
古
學

南
鮮
上
世
史
の
研
究

（
第
一
、
二
二
期
）

東
洋
史
の
諸
問
題

二ご

（
三
〇
）二

西
洋
吏
概
念
（
第
一
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

西
洋
吏
概
観
（
第
二
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

選
朧
吏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

シ
ユ
ソ
ス
ウ
イ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ン
問
題
の
推
移

西
洋
中
世
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

古
代
埃
及
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

殴
洲
考
古
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

U
始
・
璃
。
琶
。
≦
U
豊
9
碁
。
楼
葛
島

津
δ
ω
宮
身
。
＝
暮
窪
】
ρ
8
彗
一
邑
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

口
。
躍
三

原
　
　
教
　
授
　
西
洋
更
の
講
問
題

隻
畢
研
究
法

原
　
　
教
授

地
　
理
畢

石
橋
数
授

中
村
（
新
）
数
授

石
橋
教
授

吏
學
研
究
法

人
丈
地
理
學
概
説

貞
然
地
理
撃
概
観

交
通
地
理
學

一】一二二

演
　
脅

實
　
習

普
通

特
蘇

實演

習…習

小
牧
助
教
授

小
野
　
講
師

堂
口
田
　
講
師

石
橋
教
授

石
橋
数
授

考
古
攣

濱
田
敏
授

濱
田
　
教
授

梅
原
　
助
教
授

島
田
　
講
師

副梅濱
一t原田

敏
授

助
教
授

　
自

塊
誌
研
究
法

華
圓
獲
達
史

日
本
歴
更
地
理
（
第
一
…
学
期
）

留
主
地
誌
演
習

地
理
學
實
轡

考
宵
學
概
説

緻
墾
田
盲
學

黒
眼
考
古
學

南
瀧
洲
の
考
古
學
的
遺
跡

（
第
三
學
期
）

考
古
學
演
碧

考
古
學
實
智

　
　
科

中
村
（
直
）
助
教
授

藤
　
　
講
　
師

上
杉
講
師

羽
田
　
教
授

那
波
助
敏
授

蒔
野
谷
教
授

　
欝
本
古
交
書
學

論
敵
講
護

眞
宗
史
（
哲
學
科
講
義
）

束
洋
更
籍
講
讃

西
洋
史
講
讃
零
。
言
。
。
。
。
露
。
犀
。
H
¶

掛
ぴ
8
坤
剛
毒
σ
q
囚
霧
Φ
鴬
U
一
〇
累
O
＝
N
Φ
謬

び
冨
嵩
o
D
¢

二二二二一二ニニ二ニニ一一ご一

小
牧
　
助
敏
授
　
地
理
學
講
讃

　
　
　
9
）
塗
扇
ρ
。
ぎ
g
冨
『
Q
。
。
一
き
壱
｝
　
巳
。
σ
Q
器
　
ご

　
　
　
σ
）
9
巨
ぎ
く
毬
師
三
質
窓
。
窃
簿
○
。
雷
冨
　
一
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講
師

助
言
授

敏
授

助
敏
授

濱
田
　
教
授

山
本
　
講
師

Ω
霧
ぎ
敬
授

大
山
　
講
師

雪
山
　
講
師

　
支
那
地
理
書
講
談
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
人
類
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
地
質
學
講
論
（
理
艦
載
講
義
）
　
　
　
三

　
地
形
學
（
理
學
部
講
義
）
　
　
　
　
　
一

　
地
質
測
董
學
（
理
學
部
講
義
）
　
　
　
ご

窮
蹟
聯
驚
動
娼
。
①
。
葵
。
．
一
㈹
一
、
磐
。
一
、
。
二

期
諮
（
艦
藝
4
露
…
鞠
．
肇
．
α
尾

猫
撫
私
逡
小
野

　　　田田波田　　　　　　落
　　　中申多中　　　　　　谷
　　　　　野　　　　　　　　助
　　　敷教教教　　　　佛　　教
　　　授授授授、語授
　　　　震　葱
　　　　語　　　　　　宥おゲ

隆離塁重要舞ぎ邑

叢叢薯1蕪
　ニだ　　　　　 　ゆ　　　　　　 の　 @　　　バ　　 サロ

￥一r第三讐笙。
　　　　　　　　　　　　 　リロ　　ゑ
．颪　面　画§画。画

田
中
敏
授

第
十
入
巷
　
第
三
號
　
　
五
五
〇

　羅　旬　　語
i．’ s”　r－e：

諮象無謡
ab：象胃嚢藁募
塁○誘ゼぎ
一く馬．鱒

讐囎？z
壼難戦
9．9厳．詫堕。自

ﾀP9’」

徐
講
師

傅
講
師
支
那
語

十
噂
　
講
師

篠里
原　田

講講
剖i　廊巨

　
Q
”
，
ヨ
ゴ
営
⇔
二
〇
蟄

　
　
　
　
　
第
｝
囲

Q
り
r
9
州
一
畠
O
舜
簿
①

最
新
官
話
談
論
篇

｛勲鎌
傳

講
習
霧
、
診
．
喧
鳥
．
饗

伊
語
　
新
編
伊
語
讃
本

二

等
二
画
二

第
三
三
一

第第第三第
一＿一 @ex二＿一
回圓回団團

ニニニ二一二

敏
青
學
概
説
（
哲
學
科
講
義
）
　
（
四
〇
）

　
　
　
囎
西
洋
史
話
書
會

　
昭
利
八
年
二
月
三
日
午
後
六
時
よ
り
三
島
亭
に
於
て
本
年
度
阜
業
生
逡

瑚
操
酸
愈
為
開
く
。
網
席
者
二
＋
七
名
。
歓
な
誰
し
て
九
時
散
倉
。

　
例
曾
　
岡
島
誠
太
郎
講
師
並
に
二
続
生
諸
謝
の
撒
蓮
會
た
無
ゐ
五
月
四

日
午
後
六
時
よ
り
樂
友
倉
舘
に
重
て
附
催
、
　
…
伺
食
堂
に
於
て
晩
餐
た
共

に
し
六
ろ
後
左
の
講
演
た
聞
宝
鐸
暗
散
曾
。
風
塵
者
二
＋
五
名
。

　
一
、
緻
兼
の
9
本
巨
費
と
幕
末
貿
易
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
斗
士
　
杉
本
　
克
己
君

　
時
野
谷
、
原
爾
先
生
教
授
御
昇
任
既
賀
會
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
時
野
谷
、
原
爾
先
生
に
は
か
れ
て
京
都
帯
國
大
學
に
學
位
講
求
論
丈
な
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御
提
萬
申
で
あ
っ
六
が
、
此
度
教
授
倉
の
審
査
存
泌
過
し
丈
學
搏
士
の
學

位
奄
得
ら
れ
夏
に
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
敏
授
に
御
昇
任
に
な
つ
象
の

で
、
そ
の
覗
賀
の
意
た
表
す
る
カ
め
五
月
二
十
七
日
午
後
七
噂
よ
り
東
洋

亭
に
於
て
醗
賀
會
為
開
い
糞
。
會
で
、
る
者
三
十
囚
名
に
及
び
晩
餐
存
共
に

し
撒
談
一
夕
、
西
洋
史
學
科
の
ル
ネ
サ
ン
ス
三
月
ぎ
九
二
両
全
し
索
Q

　
　
　
鞠
東
洋
史
談
乱
数

第
三
十
圓
東
洋
史
談
話
會
例
倉

　
五
月
二
十
六
鷲
　
午
後
七
時
　
樂
友
會
館
に
て
開
催

　
稻
葉
榑
士
の
講
演
あ
り
績
い
て
座
談
倉

　
　
霧
海
餌
席
者
　
二
十
七
名
、
閉
脅
十
噂

　
（
講
演
要
旨
）
　
歴
史
に
徴
す
る
に
丈
那
の
政
治
家
に
雪
路
存
得
る
こ
と

に
の
み
力
め
却
っ
て
國
家
の
大
計
な
談
う
も
の
が
多
い
Q
輿
、
論
に
蓮
行
し

穴
爲
好
物
と
罵
ら
れ
糞
人
の
中
に
も
今
か
ら
思
へ
ば
立
派
な
政
漁
家
が
あ

ろ
。
例
へ
ば
南
朱
の
秦
檎
の
如
き
、
金
と
戦
っ
て
勝
貝
の
な
い
こ
と
な
信

じ
主
戦
論
者
為
弾
思
し
六
爲
非
常
な
非
難
存
う
け
カ
が
事
書
産
繭
の
北
伐

が
成
功
た
得
ろ
事
ば
至
難
な
り
し
と
思
ほ
ろ
〇
五
代
の
鵜
道
の
如
き
も
無

三
舞
漢
と
罵
ら
れ
乍
ら
商
気
の
人
民
に
莫
大
な
恩
庇
存
與
へ
糞
こ
と
な
忘

れ
て
に
な
ら
ぬ
。
自
分
に
…
時
も
早
く
、
人
置
取
た
ま
め
、
撲
日
の
輿
論

た
抑
へ
、
民
衆
の
幸
輻
の
爲
日
本
と
提
携
し
て
國
難
た
救
ふ
人
が
現
在
の

支
那
に
出
現
ぜ
ん
こ
と
為
切
齢
す
る
も
の
で
あ
ろ
。

第
三
十
二
珂
束
洋
史
談
話
倉
例
會

　
山
口
月
送
R
…
　
午
後
山
ハ
睡
瓜
†
　
漁
翠
友
會
舘
…
に
て
…
囲
催

　
演
　
題

　
　
一
、
藤
延
陀
の
原
住
地
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
小
野
川
　
秀
美
氏

報

　
　
二
、
奉
天
故
宮
に
現
存
ゼ
る
殿
選
書
羅
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
五
畜
造
田

　
　
當
H
醗
席
者
　
二
十
九
名
　
閉
愈
十
噂
傘

　
（
講
演
要
旨
一
）
　
騨
延
齢
が
貞
槻
の
初
め
金
山
西
南
か
ら
來
蓬
す
る
前

既
に
す
ル
コ
ン
、
下
ラ
、
セ
ソ
ン
ガ
の
三
河
地
方
に
「
延
陪
故
牙
」
及
び
酵

延
陀
の
故
國
と
い
ふ
’
も
の
が
山
仔
す
る
貼
に
端
緒
た
得
て
「
金
出
西
爾
し
へ
儲
μ

却
て
こ
の
三
河
地
方
か
ら
朋
皇
末
の
騒
齪
の
爲
に
移
噛
し
六
の
で
に
あ
る

ま
い
か
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
．

　
（
講
演
要
旨
二
）
　
二
三
ケ
擢
奉
天
瀞
在
中
見
る
た
得
糞
奉
天
故
宮
博
物

館
所
臓
の
書
籍
に
丈
湖
閣
の
雪
掻
全
書
と
崇
談
敬
典
二
四
の
老
縦
と
酉
七

軒
櫻
に
在
う
も
の
、
三
つ
が
生
で
あ
る
、
と
て
爲
眞
で
そ
の
實
景
為
示
さ

、
れ
象
。
な
ほ
羅
振
玉
氏
の
謹
書
の
こ
と
に
も
言
及
ぜ
ら
れ
六
Q

　
　
　
醗
夏
期
講
演
會

　
京
都
帝
國
大
盛
に
於
て
學
衛
善
事
の
自
的
た
以
て
、
毎
夏
開
催
さ
れ
ろ

恒
例
の
夏
期
講
演
會
に
於
て
行
ば
れ
る
史
學
關
係
の
講
演
ぽ
左
の
麺
り
で

あ
ろ
O
（
詳
細
に
京
都
帝
國
大
暑
本
部
に
悶
合
さ
れ
饗
し
）

　
現
代
緻
洲
の
吏
的
考
察
　
　
　
　
　
丈
學
部
敏
授
　
暗
野
谷
常
三
郎
氏

　
　
　
　
　
　
（
三
月
一
日
一
六
日
、
毎
E
午
前
入
漁
一
十
噂
）

　
西
鶴
の
藝
徳
…
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
都
助
敏
授
　
頴
原
　
退
藏
氏

　
　
　
　
　
（
入
月
一
日
i
山
ハ
日
、
毎
日
か
†
萌
醐
十
暗
i
乱
丁
二
畔
）

　
科
外
講
演
（
侮
夜
午
後
七
時
よ
り
）

　
プ
ラ
㍗
ン
の
弊
誰
法
　
　
　
丈
學
部
敏
授
　
山
内
得
立
氏
（
八
月
二
日
）

　
南
満
洲
に
於
け
ろ
考
古
學
的
遺
蹟
（
幻
燈
僥
溺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
部
敏
授
　
濱
田
耕
作
氏
（
八
月
四
日
）

第
十
入
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第
三
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五
五
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誌
目
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商
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濟
一
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の
二

浦
洲
略
吏

考
賓
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錐
誌
二
三
の
三
、
四
、
玉
、

人
類
學
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誌
　
四
八
の
一
『
四
、
同
附
五
、
六

史
畢
研
究
　
四
の
三

経
濟
一
弥
澗
叢
　

一二

Z
の
四
、
玉
、
六

虫
遜
と
美
衛
二
九
、
三
〇
、
三
「

歴
史
地
理
　
　
山
ハ
一
の
四
、
五
、
山
ハ

無
冠
・
院
攣
目
鱒
　
三
九
の
四
、
五
、
山
ハ

歴
史
教
育
　
入
の
一
、
二
、
三

哲
學
研
究
　
一
八
の
四
、
五

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
　
八
の
四
、
五

史
上
側
面
拙
泌
　
六
四
の
四
、
五
、
六

民
俗
學
五
の
四
、
五

史
　
　
學
　
一
こ
の
一

吏
　
　
潮
三
の
四

信
…
　
　
　
濃
　
　
二
の
M
闘
、
｝
工
、
山
ハ

宗
學
研
究
六

舜
丈
庭
口
遺
稿

書
誌
　
學
　
一
の
三

弦
倉
経
濟
史
學
　
三
の
二
、
三

選
｝
贋
翻
念
六
十
年
之
㈲
［
辮
田
　
　
　
　
♪

経
濟
吏
研
究
　
ヨ
九
i
四
三

朝
　
鮮
　
史
　
策
四
編
一
…
三
Ψ
勾
簿

高
麗
籔
要
　
上
中
下
　
　
協

國
山
北
北
挙
㎞
團
歳
田
舳
膿
館
栞
　
　
山
ハ
倉

西
洋
中
世
吏
料
及
考
詮
一
、
二
、

　
　
長
崎
高
等
商
業
學
校

　
　
　
駒
井
　
義
　
朔

　
　
　
考
古
墨
愈

　
　
　
東
京
人
類
學
倉

　
　
　
廣
島
丈
理
科
大
學

　
　
　
京
大
経
濟
學
倉

　
　
　
史
迩
美
衛
同
孜
倉

　
　
日
本
歴
地
地
理
學
・
曾

　
　
　
鰯
學
院
大
學

　
　
　
歴
史
教
育
研
究
倉

　
　
　
京
都
哲
學
會

　
　
　
同
保
存
協
會

　
　
　
吏
　
　
學
　
　
倉

　
　
　
民
俗
學
會

　
　
　
三
国
史
學
倉

　
　
　
大
塚
史
學
會

　
　
　
信
濃
郷
土
研
究
會

大
谷
派
本
願
寺
宗
學
研
究
會

　
京
城
帝
大
朝
鮮
史
研
究
室

　
　
　
書
誌
學
砒

　
　
　
灘
倉
経
理
史
學
會

　
　
　
喜
　
田
　
貞
　
吉

　
　
　
経
濟
史
研
究
倉

朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
典
編
修
愈

　
　
　
同
　
　
　
　
上

　
　
　
國
立
牝
京
岡
書
館

㎞
大
西
洋
申
世
史
料
及
考
謹
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倉
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西
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撰
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日
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濟
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史
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史
縣
會

　
　
更
學
地
理
學
同
放
會

　
　
　
満
鐵
大
蓮
岡
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方

東
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研
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田
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飛
鳥
井
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一
〇

吉
田
中
大
路
町
吉
田
寮

左
目
ぶ
斑
浄
十
一
寺
〒
四
田
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